
(日)

2 -1st- 24
14 -2nd- 22
14 -3rd- 21
26 -4th- 13

No. S PTS 3P 2P FT F R A No. S PTS 3P 2P FT F R A

4 ＊ 22 2 8 0 1 6 0 4 ＊ 2 0 1 0 2 8 3

5 0 0 0 0 3 0 0 5 ＊ 6 0 3 0 4 8 1

6 ＊ 25 1 8 6 4 7 2 6 ＊ 13 1 5 0 1 2 3

7 ＊ 0 0 0 0 2 0 3 7 9 3 0 0 2 2 1

8 ＊ 2 0 1 0 0 6 0 8 8 0 4 0 1 5 0

9 0 0 0 0 1 2 0 9 12 0 5 2 1 4 3

10 0 0 0 0 0 1 0 10 4 0 2 0 2 4 0

11 0 0 0 0 3 2 2 11 ＊ 11 0 4 3 0 3 0

12 0 0 0 0 0 0 0 12 - - - - - - -

13 2 0 1 0 3 6 0 13 0 0 0 0 2 3 0

14 ＊ 5 1 0 2 1 1 0 14 ＊ 15 1 3 6 0 4 0

15 0 0 0 0 0 0 0

0 0

56 4 18 8 18 31 7 80 5 27 11 15 43 11

OT1 OT2 OT1 OT2

05:12 16:10 34:39 － － － － 13:19 － 32:20 － － － －

3Q・4Q

*：スターター　　（C)：キャプテン　　PTS：ポイント　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー　　F：ファウル　　R：リバウンド　　A：アシスト

　２日目第２試合。初戦を大差で勝利し勢いに乗る愛知と、この試合が初戦となる鹿児島の一戦。
　互いにマンツーマンでスタートを切る。両チームともうまくノーマークを作り、シュートチャンスを得るがなかなか得点につながらな
い。先制したのは愛知。＃１４がドライブ、スローインからのプレー、３Ｐと得点を重ねる。なかなかリズムのつかめない鹿児島は残り４
分でタイムアウトを取るが、リズムは変わらない。逆に愛知は、交代したばかりの＃８が連続得点をあげる。鹿児島はポストをうまく経由
してシュートチャンスを作るが、得点にはつながらず２－２４で１Ｑを終える。
　愛知は＃６を中心にノーマークの選手にうまくパスをつなぎ点差を広げる。鹿児島はインサイドを激しく守る愛知に対して、＃４、＃
６が愛知のセンターをアウトサイドに引きずり出し、３Ｐやドライブで得点をあげる。しかし、鹿児島が流れをつかみかけても愛知の得
点を抑えることができず、逆転の糸口がつかめない。終了間際には、愛知の＃１３の個人技から＃７が３Ｐを決め、１６－４６で前半終
了。
　３Ｑ、追い上げをはかる鹿児島は、ハーフライン付近からプレッシャーをかける。愛知のターンノーバーを誘い速攻につなげるが、
思うように得点が伸びない。逆に愛知に速攻をゆるし、点差が広がり３０－６７で３Ｑ終了。
　最後に意地を見せる鹿児島は＃１３の高さを生かしたプレーや＃６のドライブ、＃４、＃８のロングシュートなどで得点するが、前半
の点差を埋めることはできず。５６－８０。愛知の勝利で幕を閉じた。

記載責任者 小島　佑太 （所属） 岐阜県バスケットボール協会

TOTAL TOTAL

Timeout

（経過時間）

1Q・2Q 3Q・4Q Timeout

（経過時間）

1Q・2Q

Coach 宮迫　崇文 Coach 杉浦　良直

斉藤　大輔

川畑　政貴 近藤　敏成

鮫島　和人 中野　邦彦

鮫島　宗一郎 溝口　秀人

宮迫　崇文 落合　恭兵

近　忍 徳村　洋和

松永　健作 合瀬　教成

戸島　清一郎 鈴木　鉄夫

TEAM A 鹿児島 TEAM B

西堂　雅彦 伊與田　俊(C)

伊藤　勇樹 横本　卓弥

小野　将 五十嵐　貴志

愛知

選手名 選手名

中園　隆一郎(C) 中村　将大

○ Team B

56 80

Team A ●

鹿児島 愛知

2012年9月30日 主審：

開始時間： 11:45 副審：

成年男子2回戦

池戸　正至

飯尾　勝紀

開催場所： 高山市立中山中学校体育館

東日本大震災復興支援

第６７回国民体育大会　バスケットボール競技

MATCH No. 30D2

試合区分：

開催期日：
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